
こども早期療育センター「はぐくみ」開設以来順調に利用者が増加 

 生活保護１７９世帯・２７５人と急増（昨年同月比５０．２％増・５９．％増）

１０月２７日開催、民生福祉委員会報告 

早期療育早期療育早期療育早期療育センターセンターセンターセンターはぐくみのはぐくみのはぐくみのはぐくみの状況状況状況状況についてについてについてについて    
    発達障害のある子どもは一定の率（市は 7.6％と推定）で

発生しており、その支援には乳幼児期からの早期療育が有効

であるとされています。袋井市の取り組みは遅れていました

が、やっと今年度から旧山梨幼稚園園舎を活用し開設し、保

護者の期待に応えられる体制が整いました。私は昨年の 9月

議会でこの問題を取り上げました。施設、体制ではまだまだ

不十分ですが、市の直営ということで保健センターや子育て

支援センター、保育所や幼稚園などとの連携がスムーズにと

れ早期発見・早期支援の取組みが進むことを期待しています。  

職員体制は現在 6名です。早期療育には様々な専門家が必

要で、保健師、保育士、幼稚園教諭、介護福祉士、臨床発達

心理士がいます。利用者が増加し 9月に臨時職員を 1名追加、

11月にも更に 1名の増員を予定しています。 

利用者利用者利用者利用者がががが増加増加増加増加しししし、、、、定員一杯定員一杯定員一杯定員一杯にににに    

 午前の親子教室の受入れ可能人数は週 36 人に対し現在の

利用人数は 23人、午後の並行通園は週４0人に対し 30人が

利用し施設が手狭となってきています。その為、利用者を 2

グループ化して対応しています。療育相談は受付をはぐくみ

で行い、はぐくみ・カンガルーのポッケ・メロープラザの 3

会場で実施しています。相談者が多く 2人の臨床発達心理士

が交代であたっていますが現在 1ヶ月待ちの状況です。 

すでにすでにすでにすでに施設施設施設施設のののの拡充拡充拡充拡充・・・・本格施設本格施設本格施設本格施設のののの検討検討検討検討がががが必要必要必要必要にににに    

利用希望者の増加が続き、すでに定員・受入れ可能数に達

しようという状況となっています。利用者の 2 グループ化、

子どもの状況に応じての隔週通園、指導員の拡充、施設の効

率的利用に加え、他の公共施設を使っての出張療育なども検

討するとしています。 

しかし、現施設はあくまで暫定施設であり施設の増築など

はできず、また「毎日通園」を必要とする障害児も 10 人か

ら 20 人程度いることから、既存公共施設の利活用を含め本

格施設整備を今後検討していくとしています。    

小規模多機能型居宅介護事業所小規模多機能型居宅介護事業所小規模多機能型居宅介護事業所小規模多機能型居宅介護事業所のののの整備整備整備整備    

これは認知症などの高齢者などを対象にし、登録している

利用者が住みなれた地域でデイサービスを中心に、ホームヘ

ルプ、ショートステイの 3つの在宅サービスを利用者のニー

ズに合わせて 24時間 365日切れ目なくサービスを実施する

事業所です。今年度市内初めての施設建設を社会福祉法人

「三宝会」が計画しています。利用定員は 25 人（通い 15

人・泊まり 9人）、開設は平成 23年 4月の予定です。 

当初予定していた場所が地元自治会の承認が得られず、開

設場所が上浅羽に変更となったことが報告されました。本来

地域密着施設として地域の利便向上をはかる施設が一部住

民の反対で設置できなかったことは大変残念です。 

袋井市民病院改革袋井市民病院改革袋井市民病院改革袋井市民病院改革プランプランプランプランのののの点検評価報告書点検評価報告書点検評価報告書点検評価報告書    
策定されたプランに対する 21 年度実績が報告されました。

財務に関する数値目標は損益計算書・貸借対照表に関する数

値目標は全て達成、財務に係わるものでは病床利用率が減少、

医療機能に係わるものでは患者数が外来・入院とも減少とな

っています。サービス向上に係わるものでは平均待ち時間が

長くなり後退しました。数値目標達成に向けての具体的取り

組みでは向上が２０項目、同じが１６項目、できない・低下

が４項目との結果となりました。 

袋井市民病院袋井市民病院袋井市民病院袋井市民病院のののの上半期業務状況報告上半期業務状況報告上半期業務状況報告上半期業務状況報告    
 昨年に比べ延べ患者数は入院が１６３０人増、外来は 801

人増となりました。入院収益が 1億 2493万円増、外来収益

が 1585万円増で料金収入は 1億 4０７９万円増となりまし

た。一方費用は 5993 万円減額となり、このまま推移すれば

2年ぶりに経常利益が見込まれ、DPCの導入、7対 1看護な

ど経営努力の成果が表れてきました。 

生活生活生活生活保護保護保護保護住宅手当緊急特別措置事業住宅手当緊急特別措置事業住宅手当緊急特別措置事業住宅手当緊急特別措置事業のののの状況状況状況状況    

本年 9月末現在の生活保護世帯数・人員は 175世帯 275

人、前年同月の 119世帯 173人から大幅に増加しました。 

類型別では就労能力がありながら失業等により生活困

窮となった「その他世帯」が著しく増加しています。 

住宅手当緊急特別措置事業は、離職者で就労能力就労意

欲がありながら住宅を喪失または喪失する恐れがある方

に住宅手当を 6ヶ月（特例で 9ヶ月）支給する制度です。

現制度は平成 23年 3月末までが申請期限となり打ち切り

となります。開始された平成 21年 10月には相談件数 45

件交付決定 12件ありましたが、今年 9月には相談件数 8

件、交付決定 4件と減少しています。国が生活保護にいた

らないまでの人を救済するセーフティネットの一つとし

て実施された制度であり、現状でも有効な役割を果たして

おり、制度廃止は問題と考えます。 
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